
事 項

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

設 置 者

フ リ ガ ナ

大 学 の 名 称

名称変更の内容 （現在の名称） （変更後の名称）

　看護学研究科 → 　健康科学研究科

英訳名（Graduate School of
Nursing Science）

英訳名（Graduate School of Healthcare
Sciences）

　　 看護学専攻（修士課程） → 　　 看護学専攻（博士前期課程）

英訳名（Master Course for
Nursing Science）

英訳名（Department of Nursing Science
（Master's Program））

　　 心理科学専攻（修士課程）

英訳名（Department of Clinical
Psychological Science）

　　 看護学専攻（博士後期課程）

英訳名（Department of Nursing Science
（Doctoral Program））

名称変更の時期

新名称の対象年次

名称変更の理由

在校生への対応

ﾐﾔｻﾞｷﾀﾞｲｶﾞｸ

宮崎大学　 （University of Miyazaki）

令和9年4月1日

第１年次　～　第２年次

　宮崎大学大学院看護学研究科（看護学専攻修士課程）は、平成26年4月に設置され、
人々の健康と保健医療福祉の向上に貢献できる研究・教育・実践能力を備えた看護の専門
職者の育成を目的とし、生命の尊厳と幅広い人間理解を基盤に、高い倫理観と批判的思考
並びに実践に即した問題解決能力を滋養する。また、地域特性に対応し、学際的思考と国
際的視野から、研究成果を世界に向けて発信することにより看護学の発展に寄与できる人
材を育成している。
　
　今回、大学院に公認心理師養成課程を設置するにあたり、学内で検討した結果、看護学
と心理学で構成される研究科において公認心理師を養成することで、多職種連携の高度な
実践力の養成が可能になることから、新たに心理科学専攻（修士課程）を看護学研究科に
設置することとした。設置後は、看護学専攻との共通科目を開設し、特に保健医療領域に
おける心理と看護に共通する知識とスキルを習得することができるようにし、互いの職業
的役割の理解と多職種連携に関する理解を深化させ、チーム医療にも貢献できる人材を育
成する。
　
　このことにより、本研究科において深い人間理解と被支援者の尊厳への尊重に基づいた
心身の健康を統合的に支援できる実践力を養成することから、研究科の名称を「看護学研
究科」から「健康科学研究科」に変更する。「健康科学」を冠することで、看護学が本来
持つ「人間を包括的に捉える」視点をより明確にし、従来の目的をさらに高い次元で達成
することを目指す。
　
　なお今回の名称変更は、心理科学専攻（修士課程）の設置が認められた場合に行うもの
である。組織の発展的拡充を目的としたものであり、名称変更後も、看護学専攻の独立性
及び「研究・教育・実践能力を備えた看護の専門職者の育成」という使命を維持し、生命
の尊厳と幅広い人間理解を基盤とした教育を継続する。教育課程においては、研究科共通
科目を設定するため一部科目の変更はあるが、看護専門職者が心理学的な知見を共有し、
多職種連携の視点を強化することで、看護専門職者の育成という点においてより質を高め
るための変更であるため、同一性は保たれる。

在学生に対しては、新年度オリエンテーションを通して説明するとともに、保護者等に対
しては大学ＨＰを通じて情報発信を行う。

名　称　変　更　の　概　要

記 入 欄

研究科の名称変更

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾐﾔｻﾞｷﾀﾞｲｶﾞｸ

国立大学法人　　宮崎大学



開設又は
変更時期

変 更 内 容
学 位 又 は
学 科 の 分 野

手続きの区分

平成26年4月 看護学研究科看護学専攻（修士課程）　設置 保健衛生学関係（看護学関係） 意見伺い（研究科）

看護学研究科→健康科学研究科 － 名称変更（研究科）

　看護学専攻（修士課程）→看護学専攻（博士前期課程） 保健衛生学関係（看護学関係） －

　健康科学研究科心理科学専攻（修士課程）　設置 文学関係 意見伺い（専攻）

　健康科学研究科看護学専攻（博士後期課程）　設置 保健衛生学関係（看護学関係） 意見伺い（課程の変更）

設 置 時 か ら の 組 織 の 変 更 状 況

令和9年4月
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2 分割 2 名称変更
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1 分割

2 2 3 1 分割

1 分割

1 1 1 2 分割統合

1 1 2 2

2 2 2 1 分割

地域助産活動論 1 分割

5 5 廃止

2 2 廃止

1 1 廃止

1 1 廃止

1 1 廃止

1 1 廃止

3 新設 廃止

2 新設 廃止

5 新設 廃止
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1 新設
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28 0 0 28 0 0 32 0 0 31 0 0

8 0 0 8 0 0 8 0 0 8 0 0

74 66 0 80 68 0 84 68 0 83 66 0

共
通
科
目

＊◎看護倫理実践論

共
通
科
目

＊1◎看護倫理実践論

（看護学研究科看護学専攻） （看護学研究科看護学専攻） （看護学研究科看護学専攻） （健康科学研究科看護学専攻博士前期課程）

科目
区分

授業科目の名称

単位数

変更内容
科目
区分

単位数

変更内容
科目
区分

授業科目の名称

＊◎看護研究方法論 ＊1◎看護研究方法論 ＊1◎看護研究方法論

＊看護実践方法論 ＊1看護実践方法論 ＊1看護実践方法論

◎医療安全管理論

設 置 時 か ら の 教 育 課 程 の 変 更 状 況（１／２）

【 設置時（平成26年４月） 】 【 令和３年４月 】 【 名称変更前（令和４年４月） 】 【 名称変更後（令和９年４月） 】

助産学関連科学論

妊娠期診断・技術学特論

産褥期診断・技術学特論

総合周産期母子ケア論

授業科目の名称
科目
区分

授業科目の名称

単位数

変更内容

単位数

変更内容

*1看護実践方法論

共
通
科
目

医療安全管理論

◎看護情報論

＊1◎看護管理実践論 ＊1看護管理実践論

＊2◎フィジカルアセスメント論

*2病態生理学

基盤システム看護学特論

基盤システム看護学演習Ⅱ

小計（６科目）

◎医療安全管理論 ◎医療安全管理論

看護情報論 看護情報論 看護情報論

＊2◎臨床薬理学

＊看護コンサルテーション論 ＊1看護コンサルテーション論 ＊1看護コンサルテーション論 *1◎看護コンサルテーション論

＊看護教育実践論 ＊1看護教育実践論 ＊1看護教育実践論 ＊1看護教育実践論

共
通
科
目

＊1◎看護倫理実践論

＊◎看護管理実践論 ＊1◎看護管理実践論

◎看護薬理・薬剤論 ＊2◎臨床薬理学 ＊2◎臨床薬理学

精神神経疾患概論

＊1◎臨床倫理実践論

＊1◎健康科学研究方法論

精神神経疾患概論 精神神経疾患概論

医療心理論 医療心理論 医療心理論

◎看護ヘルスアセスメント論 ＊2◎フィジカルアセスメント論 ＊2◎フィジカルアセスメント論

*2病態生理学 *2病態生理学

修士課程開講科目＞ 修士課程開講科目＞ 修士課程開講科目＞

心の健康教育に関する理論と実践

心身の痛み概論 心身の痛み概論 心身の痛み概論

＜医学獣医学総合研究科 ＜医学獣医学総合研究科 ＜医学獣医学総合研究科

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

＜医学獣医学総合研究科

修士課程開講科目＞

小計（１３科目） 小計（１４科目） 小計（１４科目） 小計（１３科目）
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目
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生体システム看護学特論
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目

研
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者
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看
護
者
育
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助
産
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発
領
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実
践
助
産
学
開
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領
域

実
践
助
産
学
開
発
領
域

実
践
助
産
学
開
発

健康教育実習 健康教育実習

家族計画・性教育 家族計画・性教育

地域母子保健実習

生体システム看護学演習Ⅰ 生体システム看護学演習Ⅰ

基
盤
シ
ス
テ
ム
看
護
学

生体システム看護学特論

専
門
科
目

研
究
者
育
成
コ
ー

ス

基
盤
シ
ス
テ
ム
看
護
学

生体システム看護学特論

生体システム看護学演習Ⅰ

小計（６科目） 小計（６科目）

成人・老年療養支援看護学演習Ⅰ

地域母子保健実習

基盤システム看護学演習Ⅱ 基盤システム看護学演習Ⅱ 基盤システム看護学演習Ⅱ

小計（６科目） 小計（６科目） 小計（６科目）

精神看護学特論 精神看護学特論 精神看護学特論

成人・老年療養支援看護学演習Ⅰ

生体システム看護学演習Ⅰ

生体システム看護学演習Ⅱ 生体システム看護学演習Ⅱ 生体システム看護学演習Ⅱ 生体システム看護学演習Ⅱ

基盤システム看護学演習Ⅰ 基盤システム看護学演習Ⅰ 基盤システム看護学演習Ⅰ 基盤システム看護学演習Ⅰ

専
門
科
目

研
究
者
育
成
コ
ー

ス

基
盤
シ
ス
テ
ム
看
護
学

生体システム看護学特論

基盤システム看護学特論 基盤システム看護学特論 基盤システム看護学特論

精神看護学演習Ⅰ 精神看護学演習Ⅰ

精神看護学演習Ⅱ 精神看護学演習Ⅱ 精神看護学演習Ⅱ 精神看護学演習Ⅱ

地
域
・
精
神
看
護
学

地域看護学特論

精神看護学特論

地域看護学演習Ⅰ 地域看護学演習Ⅰ 地域看護学演習Ⅰ 地域看護学演習Ⅰ

地域看護学特論 地
域
・
精
神
看
護
学

地域看護学特論 地
域
・
精
神
看
護
学

地域看護学特論

成人・老年療養支援看護学演習Ⅰ

成人・老年療養支援看護学演習Ⅱ 成人・老年療養支援看護学演習Ⅱ 成人・老年療養支援看護学演習Ⅱ 成人・老年療養支援看護学演習Ⅱ

小計（６科目）
成
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成人・老年療養支援看護学特論

成人・老年療養支援看護学演習Ⅰ

地
域
・
精
神
看
護
学

地域看護学演習Ⅱ 地域看護学演習Ⅱ 地域看護学演習Ⅱ

小計（６科目）

地域看護学演習Ⅱ

精神看護学演習Ⅰ 精神看護学演習Ⅰ

小計（３科目） 小計（３科目） 小計（３科目） 小計（３科目）

母
子
健
康
看
護
学

女性健康看護学特論
母
子
健
康
看
護
学

女性健康看護学特論
母
子
健
康
看
護
学

女性健康看護学特論

小児健康看護学演習Ⅱ 小児健康看護学演習Ⅱ 小児健康看護学演習Ⅱ 小児健康看護学演習Ⅱ

小計（６科目） 小計（６科目） 小計（６科目） 小計（６科目）

女性健康看護学演習Ⅱ 女性健康看護学演習Ⅱ 女性健康看護学演習Ⅱ ◎女性健康看護学演習Ⅱ

小児健康看護学演習Ⅰ 小児健康看護学演習Ⅰ 小児健康看護学演習Ⅰ 小児健康看護学演習Ⅰ

母
子
健
康
看
護
学

◎女性健康看護学特論

小児健康看護学特論 小児健康看護学特論 小児健康看護学特論 小児健康看護学特論

女性健康看護学演習Ⅰ 女性健康看護学演習Ⅰ 女性健康看護学演習Ⅰ ◎女性健康看護学演習Ⅰ

研究者育成特別研究 研究者育成特別研究 研究者育成特別研究 研究者育成特別研究

実
践
看
護
者
育
成
コ
ー

ス

が
ん
看
護

がん病態・治療学

実
践
看
護
者
育
成
コ
ー

ス

が
ん
看
護

がん病態生理学

助産学実習Ⅱ

助産学実習Ⅳ

助産学実習Ⅴ

助産学実習

がん看護援助論 がん看護援助論 がん看護援助論 がん看護援助論

がん薬物療法看護論Ⅰ がん薬物療法看護論Ⅰ がん薬物療法看護論Ⅰ

がん看護学特論Ⅰ がん看護学特論 がん看護学特論 がん看護学特論

がん看護学特論Ⅱ

実
践
看
護
者
育
成
コ
ー

ス

が
ん
看
護

がん病態生理学

が
ん
看
護

がん病態生理学

ターミナルケア論 緩和ケア論Ⅱ 緩和ケア論Ⅱ 緩和ケア論Ⅱ

がん看護学実習Ⅰ がん看護実習Ⅰ がん看護実習Ⅰ がん看護実習Ⅰ

がん薬物療法看護論Ⅱ がん薬物療法看護論Ⅱ がん薬物療法看護論Ⅱ

緩和ケア論 緩和ケア論Ⅰ 緩和ケア論Ⅰ 緩和ケア論Ⅰ

小計（９科目） 小計（１０科目） 小計（１０科目） 小計（１０科目）

がん看護学実習Ⅱ がん看護実習Ⅱ がん看護実習Ⅱ がん看護実習Ⅱ

がん看護学実習Ⅲ がん看護実習Ⅲ がん看護実習Ⅲ がん看護実習Ⅲ

実践助産学演習Ⅰ

実践助産学演習Ⅱ

ウィメンズヘルスケア概論 ウィメンズヘルス特論

小計（５科目） 小計（５科目） 小計（５科目） 小計（５科目）

実践助産学実習Ⅰ 実践助産学実習Ⅰ 実践助産学実習Ⅰ ◎実践助産学実習Ⅰ

実践助産学実習Ⅱ 実践助産学実習Ⅱ 実践助産学実習Ⅱ 実践助産学実習Ⅱ

実践助産学演習Ⅲ 実践助産学演習Ⅲ 実践助産学演習Ⅲ

実践助産学演習Ⅰ

助産学特論Ⅱ 周産期医学特論

助産管理実習 助産管理実習

助産学実習Ⅰ

分娩期診断・技術学特論

周産期心理社会学 周産期心理社会学

実
践
助
産
学

助産学概論

女性健康看護論 女性健康看護論

実践助産診断技術学Ⅲ 実践助産診断技術学Ⅲ

助産管理

総合周産期母子ケア実習

地域母子保健実習

地域・国際母子保健論

実践助産管理論

実践助産診断技術学Ⅱ

高度助産実習

実践助産管理論

実践助産学演習Ⅰ 実践助産学演習Ⅰ

実践助産学演習Ⅱ 実践助産学演習Ⅱ 実践助産学演習Ⅱ

実践助産学演習Ⅲ

地域・国際母子保健論

乳幼児期診断・技術学特論

実践助産診断技術学Ⅳ 実践助産診断技術学Ⅳ 実践助産診断技術学Ⅳ 助産診断・技術学演習

地域・国際母子保健論
実
践
助
産
学
領
域

実践助産学特論

実
践
助
産
学
領
域

助産学特論Ⅰ

助産学実習Ⅲ

助産学基礎実習

実践助産診断技術学Ⅰ 実践助産診断技術学Ⅰ 実践助産診断技術学Ⅰ 助産診断・技術学特論

実践助産診断技術学Ⅱ 実践助産診断技術学Ⅱ

実践看護者育成特別研究 実践看護者育成特別研究 実践看護者育成特別研究

合計（６５科目） 合計（６７科目） 合計（６６科目） 合計（６９科目）

小計（１５科目） 小計（１５科目） 小計（１４科目） 小計（１８科目）

実践看護者育成特別研究

実
践
助
産
学
領
域

実践助産学特論

地域・国際母子保健論

実践助産管理論

高度助産実習

実践助産診断技術学Ⅲ

継続実習 継続実習



【履修方法】
〈研究者育成コース〉
　共通科目は必修２単位を含む10単位以上履修す
る。修士課程医科学獣医科学専攻の開講の科目につ
いては上限４単位まで選択履修可能。
　専門科目は専門領域の特論２単位と演習４単位、
研究者育成特別研究10単位の計16単位、専門領域及
び専門領域以外から４単位以上（特論のみ）履修す
る。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　共通科目は、＊印のついた科目の中から必修２単
位を含む８単位以上履修する。
　専門科目は、がん看護の専門科目18単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計26単位を履修する。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　共通科目は、◎印のついた科目12単位、下線の科
目の中から２単位計14単位を履修する。
・実践助産学開発領域
　専門科目は、実践助産学開発領域８単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計16単位を履修する。
・実践助産学領域
　専門科目は、実践助産学開発領域８単位、実践助
産学領域28単位、実践看護者育特別成研究８単位の
計44単位を履修する。

【修了要件】
〈研究者育成コース〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、　修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　修士課程に2年以上在学し、34単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た　者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位（実践助産学領
域を選択した者は58単位）以上を修得し、必要な研
究指導を受けて修士論文を作成し、審査に合格する
ことを修了　要件とする。
 本研究科を修了した者には、修士（看護学）が与え
られる。

【履修方法】
〈研究者育成コース〉
　共通科目は必修２単位を含む10単位以上履修す
る。修士課程医科学獣医科学専攻の開講の科目につ
いては上限４単位まで選択履修可能。
　専門科目は専門領域の特論２単位と演習４単位、
研究者育成特別研究10単位の計16単位、専門領域及
び専門領域以外から４単位以上（特論のみ）履修す
る。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　共通科目は、＊1印のついた科目の中から必修２単
位を含む８単位以上、＊2印のついた科目６単位計14
単位以上を履修する。
　専門科目は、がん看護の専門科目24単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計32単位を履修する。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　共通科目は、◎印のついた科目12単位、下線の科
目の中から２単位計14単位を履修する。
・実践助産学開発領域
　専門科目は、実践助産学開発領域８単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計16単位を履修する。
・実践助産学領域
　専門科目は、実践助産学開発領域８単位、実践助
産学領域28単位、実践看護者育特別成研究８単位の
計44単位を履修する。

【修了要件】
〈研究者育成コース〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、　修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　修士課程に2年以上在学し、46単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位（実践助産学領
域を選択した者は58単位）以上を修得し、必要な研
究指導を受けて修士論文を作成し、審査に合格する
ことを修了　要件とする。
 本研究科を修了した者には、修士（看護学）が与え
られる。

【履修方法】
〈研究者育成コース〉
　共通科目は必修２単位を含む 10単位以上履修す
る。修士課程医科学獣医科学専攻の開講の科目につ
いては上限４単位まで選択履修可能。
　専門科目は専門領域の特論２単位と演習４単位、
研究者育成特別研究10単位の計16単位、専門領域及
び専門領域以外から４単位以上（特論のみ）履修す
る。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　共通科目は、＊1印のついた科目の中から必修２単
位を含む８単位以上、＊2印のついた科目６単位計14
単位以上を履修する。
　専門科目は、がん看護の専門科目24単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計32単位を履修する。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　共通科目は、◎印のついた科目12単位、下線の科
目の中から２単位計14単位を履修する。
・実践助産学開発領域
　専門科目は、実践助産学開発領域の専門科目８単
位、実践看護者育成特別研究８単位の計16単位を履
修する。
・実践助産学領域
　専門科目は、実践助産学開発領域の専門科目８単
位、実践助産学領域の専門科目32単位、実践看護者
育特別成研究８単位の計48単位を履修する。

【修了要件】
〈研究者育成コース〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　修士課程に2年以上在学し、46単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発領域、実
践助産学領域〉
　修士課程に2年以上在学し、実践助産学開発領域を
選択した者は30単位以上、実践助産学領域を選択し
た者は62単位以上を修得し、必要な研究指導を受け
て修士論文を作成し、審査に合格することを修了要
件とする。
 本研究科を修了した者には、修士（看護学）が与え
られる。

【履修方法】
〈研究者育成コース〉
　共通科目は必修２単位を含む 10単位以上履修す
る。修士課程医科学獣医科学専攻の開講の科目につ
いては上限４単位まで選択履修可能。
　専門科目は専門領域の特論２単位と演習４単位、
研究者育成特別研究10単位の計16単位、専門領域及
び専門領域以外から４単位以上（特論のみ）履修す
る。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　共通科目は、＊1印のついた科目の中から必修２単
位を含む８単位以上、＊2印のついた科目６単位計14
単位以上を履修する。
　専門科目は、がん看護の専門科目24単位、実践看
護者育成特別研究８単位の計32単位を履修する。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発、実践助
産学〉
　共通科目は、◎印のついた科目12単位、下線の科
目の中から２単位計14単位を履修する。
・実践助産学開発
　専門科目は、実践助産学開発の専門科目８単位、
実践看護者育成特別研究８単位の計16単位を履修す
る。
・実践助産学
　専門科目は、◎印のついた研究者育成コース母子
看護学（女性健康看護学科目）６単位及び◎印のつ
いた実践助産学開発科目（実践助産学実習Ⅰ）２単
位と実践助産学科目 31単位、実践看護者育成特別研
究8単位の計47単位を履修する。

【修了要件】
〈研究者育成コース〉
　修士課程に2年以上在学し、30単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・がん看護〉
　修士課程に2年以上在学し、46単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けて修士論文を作成し、審査に
合格することを修了要件とする。本研究科を修了し
た者には、修士（看護学）が与えられる。

〈実践看護者育成コース・実践助産学開発、実践助
産学〉
　修士課程に2年以上在学し、実践助産学開発を選択
した者は30単位以上、実践助産学を選択した者は61
単位以上を修得し、必要な研究指導を受けて修士論
文を作成し、審査に合格することを修了要件とす
る。
 本研究科を修了した者には、修士（看護学）が与え
られる。

学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係）



（別添３－３）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

必
　
修

選
　
択

自
　
由

2 新設 2 新設

2 新設 2 新設

1 新設

2 新設

1 新設

2 新設

4 0 0 4 6 0

2 新設 2 新設

2 新設 2 新設

2 新設

2 新設

2 新設

2 新設

2 新設

14 0 0

2 新設

2 新設

2 新設

2 新設

8 0 0

1 新設

2 新設

2 新設

1 新設

1 新設

1 新設

2 新設

10 0 0

心理科学特別研究Ⅰ 2 新設

心理科学特別研究Ⅱ 4 新設 4 0 0

6 0 0 6 0 0 新設

（研究指導） 6 0 0

42 0 0 14 6 0

学位又は学科の分野

　博士後期課程に3年以上在学し、所定の単位16単位以上（基
盤科目の必修科目4単位、基盤科目の選択必修科目2単位以
上、専門科目の必修科目4単位、特別研究6単位）を修得し、
かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終
試験に合格すること。

卒業要件及び履修方法

学位又は学科の分野

合計（９科目）

ヘルスケアデザイン看護学特別研究

小計（１科目）

特
別

研
究

科目
区分

授業科目の名称

単位数

変更内容

単位数

【 名称変更後（令和９年４月） 】

変更内容

（健康科学研究科心理科学専攻修士課程）

科目
区分

授業科目の名称

研
究
科
共
通
科
目

臨床倫理実践論

健康科学研究方法論

小計（６科目）小計（２科目）

サイエンスコミュニケーション特論

ヘルスデータサイエンスと政策・マネジメント論

基盤的研究方法特論

ヘルスケアデザイン看護学特論

専
門
科
目

小計（７科目）

心理的アセスメントに関する理論と実践

心理支援に関する理論と実践

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開

産業・労働分野に関する理論と支援の展開

ヘルスケアデザイン看護学演習保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅱ

【履修方法】
１　研究科共通科目　４単位［必修］
２　専門科目　32単位　［必修］
３　特別研究　６単位　［必修］

【修了要件】
　修了要件は、本研究科に２年以上在学し、所定の授業科目
22科目（42単位）を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上
で、修士論文の審査及び最終試験に合格した者とする。ま
た、長期履修制度による在学期間は最長４年間とする。

基
盤
科
目

地域創成ヘルスケアシステム論

地域学・政策学特論

看護実践知デザイン論

文学関係

卒業要件及び履修方法

保健衛生学関係（看護学関係）

合計（２２科目）

小計（２科目）

小計（２科目）

－

理
論
と
支
援
科
目

小計（４科目）

心の健康教育に関する理論と実践

族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践

心理実践実習ⅡA(GSV・ケースカンファレンス）

心理実践実習ⅡB(教育・福祉）

心理実践実習ⅠB(教育・福祉）

心理実践実習ⅠC(保健医療）

心理実践実習ⅠD(産業・労働、司法・犯罪）

福祉分野に関する理論と支援の展開

教育分野に関する理論と支援の展開Ⅰ

教育分野に関する理論と支援の展開Ⅱ

保健医療分野に関する理論と支援の展開Ⅰ

特
別
研

究
科
目

（健康科学研究科看護学専攻博士後期課程）

【 名称変更後（令和９年４月） 】

設 置 時 か ら の 教 育 課 程 の 変 更 状 況（２／２）

専
門
科
目

理
論
と
実
践
科
目

小計（７科目）

実
習
科
目

心理実践実習ⅡC(保健医療）

心理実践実習ⅠA(基礎実習）



入学
定員

編入学定
員

収容
定員

入学
定員

編入学定
員

収容
定員

宮崎大学 宮崎大学
教育学部 教育学部

学校教育課程 140 － 560 学校教育課程 140 － 560
医学部 医学部

医学科(６年制） 100 － 600 医学科（６年制） 100 － 600
看護学科 60 － 240 看護学科 60 － 240

工学部 ３年次 工学部 ３年次
工学科 370 10 1,500 工学科 370 10 1,500

農学部 農学部
農学科 235 － 940 農学科 235 － 940
獣医学科（６年制） 30 － 180 獣医学科（６年制） 30 － 180

地域資源創成学部 地域資源創成学部
地域資源創成学科 90 － 360 地域資源創成学科 90 － 360

計 ３年次 計 ３年次
1,025 10 4,380 1,025 10 4,380

国立大学法人宮崎大学　設置申請に関わる組織の移行表

令和８年度 令和９年度 変更の事由



入学
定員

編入学定
員

収容
定員

入学
定員

編入学定
員

収容
定員

宮崎大学大学院 宮崎大学大学院
教育学研究科 教育学研究科

教職実践開発専攻（P） 20 － 40 教職実践開発専攻（P） 20 － 40
看護学研究科 健康科学研究科 名称変更

看護学専攻（M） 10 － 20 看護学専攻（M） 10 － 20
心理科学専攻（M） 6 － 12 専攻の設置（意見伺い）

看護学専攻（D） 3 － 9 課程変更（意見伺い）

工学研究科 工学研究科
工学専攻（M） 144 － 288 工学専攻（M） 144 － 288

農学研究科 農学研究科
農学専攻（M） 68 － 136 農学専攻（M） 68 － 136

地域資源創成学研究科 地域資源創成学研究科
地域資源創成学専攻（M） 5 － 10 地域資源創成学専攻（M） 5 － 10

医学獣医学総合研究科 医学獣医学総合研究科
医科学獣医科学専攻（M） 10 － 20 医科学獣医科学専攻（M） 10 － 20
医学獣医学専攻（D） 23 － 92 医学獣医学専攻（D） 23 － 92

農学工学総合研究科 農学工学総合研究科
資源環境科学専攻（D） 7 － 21 資源環境科学専攻（D） 8 － 24 定員変更（1）
生物機能応用科学専攻（D） 4 － 12 生物機能応用科学専攻（D） 4 － 12
物質・情報工学専攻（D） 5 － 15 物質・情報工学専攻（D） 8 － 24 定員変更（3）

計 296 － 654 計 309 － 687

国立大学法人宮崎大学　設置申請に関わる組織の移行表

令和８年度 令和９年度 変更の事由


